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ガンマ線バースト (gamma-ray burst, GRB)の物理を探求する新たな手段として、解像型大気チェレンコフ望遠
鏡によるVHE(数十GeV以上)ガンマ線観測は有用な手法である。現行チェレンコフ望遠鏡の一つであるMAGIC
望遠鏡が 2019年に GRB 190114Cからの VHEガンマ線放射を初検出した事実は、GRBの性質を VHE帯で探
ることの可能性を大いに示した。しかしこれまでチェレンコフ望遠鏡で有意に検出されたのは 3例のみであり、
GRBの普遍的性質を明らかにするためにはさらなる検出数が必要とされる。GRB 201015AとGRB 201216Cは
どちらも良好な気象条件のもとMAGIC望遠鏡で前者はバースト発生から約 27秒後より観測して放射の兆候を
検出、後者は約 56秒後より観測して放射の検出に成功した。またGRB 201015Aは等方換算したときの総放出エ
ネルギーが Eiso ∼ 1050 ergと比較的低く、GRB 201216Cは赤方偏移 z = 1.1とチェレンコフ望遠鏡で検出され
たVHEガンマ線源のうち最遠といった特徴を持っている。本講演では、これら２つのGRBの観測と解析結果に
ついて発表する。


